
組
合
は
公
設
も
選
択
肢
に

衣
浦
衛
生
組
合
は
、
築
28
年
の
ご
み
焼
却
場
に
つ

い
て
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
形
態
で
な
ど
、

今
後
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

県
は
、
安
城
市
と
の
広
域
化
を
求
め
て
き
ま
し
た

が
、
２
０
２
３
年
１
月
安
城
市
は
独
自
に
２
０
５
１

年
度
ま
で
施
設
延
命
の
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

衣
浦
衛
生
組
合
は
２
０
２
０
年
～
２
０
３
９
年
ま

で
の

「整
備
構
想
」
の
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

た
め
、
２
０
２
３
年
９
月
議
会
の
補
正
予
算
で
、
２

０
５
１
年
度
ま
で
の

「整
備
構
想
」
を
策
定
す
る
予

算
を
確
保
。
５
社
入
札
の
結
果
、
中
日
本
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
㈱
が
４
５
１
万
円
で
落
札
。
６
月
28
日

に
委
託
内
容
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
は

➀
再
延
命
化
案

（基
幹
的
設
備
改
良
案
）

②
新
設
案

ア
、
焼
却
場
の
新
設

イ
、
メ
タ
ン
ガ
ス
化
＋
焼
却
コ
ン
バ
イ
ン
ド

③
外
部
処
理
案

民
間
委
託

の
３
パ
タ
ー
ン
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
７
日
㈬
午
後
３
時
か
ら
、
衣
浦
衛
生
組
合
議

会
の
全
員
協
議
会
で
報
告
が
さ
れ
ま
す
。

日
本
共
産
党
山
口
は
る
み

（碧
南
市
選
出
）
柴
口

ま
さ
ひ
ろ

（高
浜
市
選
出
）
が
市
民
の
声
を
届
け
ま

す
。

碧
南
市
は
中
部
電
力
㈱
と
の
協
定
撤
回
を

衣
浦
衛
生
組
合
に
は
決
定
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
碧
南
市
と
高
浜
市
が
今
回
の

「整
備
構
想
」

を
参
考
に
、
３
パ
タ
ー
ン
を
検
討
し
ま
す
。

碧
南
市
の
小
池
市
長
は
、
気
候
危
機
の
元
凶
で
あ

る
中
部
電
力
㈱
と
癒
着
せ
ず
、
産
業
廃
棄
物
焼
却
場

の
新
設
を
前
提
と
し
た

一
般
ご
み
の
持
ち
込
み
の

「協

定
」
は
撤
廃
す
べ
き
で
す
。

焼
却
場
は
コ
ン
パ
ク
ト
に

「整
備
構
想
」
で
は
、
日
本
共
産
党
や

「碧
南

・

高
浜
の
ご
み
焼
却
施
設
を
考
え
る
市
民
の
会
」
が
指

摘
し
て
き
た
焼
却
場
の
規
模
に
つ
い
て
、
現
在
の
１

９
０
ｔ
/
日
を
１
１
０
ｔ
/
日
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
の
固
有
の
仕
事
と
し
て

「清
掃
法
」
に
規
定

さ
れ
て
い
る
、
ご
み
行
政
に
と
っ
て
、
焼
却
場
が
な

け
れ
ば
、
災
害
対
策
や
環
境
対
策
に
と
っ
て
致
命
傷

で
す
。

営
利
を
目
的
に
し

「営
利
の
た
め
に
は
気
候
危
機

で
地
球
を
こ
わ
し
て
も
は
ば
か
ら
な
い
」
中
電
や
Ｊ

Ｅ
Ｒ
Ａ
に
依
存
す
る
ご
み
行
政
や
環
境
行
政
は
き
っ

ぱ
り
と
手
を
切
る
べ
き
で
す
。

中
部
電
力
㈱
は
碧
南
市
内
に
産
業
廃
物
焼
却
場
つ

く
る
な
の
運
動
を
さ
ら
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。

ごみ焼却場 ３年間小規模改修に

日/190ｔ→日/110ｔに規模縮小
「中電㈱は産業廃棄物焼却場を碧南市につくるな」の運動をさらに!!

２０２４年８月４日
NO.2242

日本共産党碧南市委員会
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日本共産党生活相談所
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碧南・高浜のごみ焼却施設を考える市民の会
公開質問状に回答がきました

小池友妃子 碧南市長 令和６年７月３１日

市民の声を聞く機会について

現在のところ、碧南市、高浜市及び衣浦衛生組合と中部

電力の協議で今後のごみ処理の方向性について決定した事

項はありません。

今後、衣浦衛生組合のクリーンセンター整備構想（改訂版）

と中部電力㈱からの検討結果を精査した上で、今後のごみ

処理の方向性を示してまいりたい。住民への説明や意見を

聞く機会は、市の考え方を整理したうえで適切に対応した

い。 （市が決めてからでは、市民参加とは言えません）

中部電力㈱のごみ処理施設検討に対する市の関与について

一般廃棄物の処理について市町村は統括的な責任を有し

ています。将来的な人口減少社会の到来や資源循環社会の

形成に対応し、環境にも配慮したうえで、廃棄物処理を行

うことは、重要課題であると認識しています。そのため現

時点では今後のごみ処理施設の方向性等について決定した

事項はありませんが､予めごみ処理施設の立地等に関する

事項を様々な観点から検討すること（民間も含めた知見を

聞くこと）は、業務に関するものであると考えています。

なお、協定書第５条第１項及び第２項には、碧南市が他

の第三者と同様の協定の締結及び検討の実施を妨げず、碧

南市及び中部電力㈱に何ら権利義務関係を生じさせるもの

でなく検討事項に関する取引又は契約の締結の義務を負わ

せるものではないと規定しています。

こんなこと当たり前。市は中電に支配されない。中電は一

般廃棄物焼却場の専門家ではありません。特定業者と処理

料など利害関係が生じる問題を市が行なう「協定」そのも

のが「癒着」です。 （下線は筆者）

８
月
７
日
の
衣
浦
衛
生
組
合
で
論

議
さ
れ
る
焼
却
場
の
整
備
計
画

浸水対策のイメージ図



被
爆
80
年
に
向
け
非
核
宣
言
を

７
月
28
日
㈰
午
前
９
時
か
ら
碧
南
市
役
所
前
で
集
会
、

三
河
高
浜
駅
前
の
高
浜
市
い
き
い
き
広
場
ま
で
、
集
会
参

加
、
行
進
、
接
待
な
ど
約
30
名
が
参
加
し
て

「碧
南

・

高
浜
網
の
目
平
和
行
進
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
休
止
し
て
き
ま
し
た
が
再
開
し
た

も
の
で
す
。
例
年
、
碧
南
市
か
ら
も
あ
い
さ
つ
な
ど
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

事
前
の
、
交
渉
の
中
で
は

「来
年
は
被
爆
80
周
年
な

の
で
非
核
自
治
体
宣
言
を
や
れ
る
と
良
い
で
す
ね
」
と
の

話
し
合
い
も
さ
れ
ま
し
た
。

核
兵
器
廃
絶
と
被
爆
者
援
護
を
訴
え
て
歩
く
２
０
２
４
年

原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
に
は
、
碧
南
市
在
住
の
大

村
美
恵
さ
ん
が
東
京
か
ら
広
島
ま
で

「通
し
行
進
者
」
と

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

世
界
が
共
同
し
て
非
核
の
展
望
を

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

（国
際
会
議

・
広
島
８
月
３
～

４
日
、
世
界
大
会

・
広
島
４
～
６
日
、
長
崎
８
～
９
日
）

は
、
来
年
の
被
爆

・
戦
後
80
年
に
む
け
て
世
界
的
な
運

動
を
よ
び
か
け
る
集
会
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。

核
の
脅
威
深
ま
る
中

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
続
け
る
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
政
権

は
核
演
習
や
核
威
嚇
を
行
い
、
米
国
を
は
じ
め
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

（北
大
西
洋
条
約
機
構
）
諸
国
も

「核
抑
止
力
」
の
拡
大
・

強
化
を
唱
え
る
な
ど
、
核
を
め
ぐ
る
情
勢
は
重
大
で
す
。

ガ
ザ
攻
撃
を
行
う
イ
ス
ラ
エ
ル
は
核
保
有
国
で
す
。
核
軍

縮
の
交
渉
も
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

希
望
の
光

核
兵
器
禁
止
条
約

し
か
し
今
、
こ
の
危
機
の
打
開
を
求
め
る
声
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ア
ン
ト
ニ
オ

・
グ
テ
レ
ス
国
連
事
務
総
長
は
、

核
兵
器
の
使
用
に
つ
い
て
の

「世
界
の
終
焉

（し
ゅ

う
え
ん
）
を
思
わ
せ
る
言
葉
遣
い
」
に
危
機
感
を
あ

ら
わ
に
し
、
「今
こ
そ
、
狂
気
を
止
め
る
と
き
で
す
。

私
た
ち
に
は
、
今
こ
そ
軍
縮
が
必
要
で
す
」
と
訴
え

ま
し
た
。
（３
月
５
日
）

戦
争
も
核
兵
器
も
な
い
世
界
を

平
和

へ
の
逆
流
を
の
り
こ
え
、
戦
争
も
核
兵
器
も

な
い
世
界
を
ど
う
実
現
す
る
の
か
䢣
今
年
の
世
界
大
会
に

は
そ
の
展
望
を
示
す
重
要
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
全
国

の
参
加
者
、
各
国
の
運
動
代
表
と
と
も
に
、
国
連
幹
部

や
核
兵
器
禁
止
条
約
を
推
進
す
る
国
の
政
府
代
表
も
参

加
す
る
議
論
は
、
私
た
ち
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
。

国
連
参
加
国
の
半
数
禁
止
条
約
署
名

核
兵
器
禁
止
条
約
、
参
加
国
は
70
、
署
名
国
は
93

と
国
連
加
盟
国

（１
９
３
）
の
半
数
に
迫
り
ま
す
。
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
核
兵
器
廃
絶
の
主
張
を
支
え
る
柱
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
が
核
兵
器
を
使
用
さ
せ
な
い

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
大
会
は
禁
止
条
約
の
力
を
改

め
て
実
感
す
る
場
と
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

核
抑
止
論
の
克
服
急
務

「核
抑
止
」
論
の
克
服
も
急
務
で
す
。
核
使
用
を
前
提

と
し
た

「核
抑
止
」
の
非
人
道
性
を
明
ら
か
に
す
る
う
え

で
被
爆
者
の
訴
え
が
不
可
欠

で
す
。

政
府
は
条
約
参
加
を

唯

一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ

る
日
本
が
条
約
に
背
を
む
け

て
い
る
姿
は
異
常
で
す
。
政

府
は

一
刻
も
早
く
条
約
参
加

を
決
断
す
べ
き
で
す
。
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のホームページをご覧くだ

さい。

大
軍
拡
・大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

８
月
19
日
（月
曜
日
）午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

碧
南
市
東
浦
町
６
ー
17

（日
進
小
学
校
南
）

碧南・高浜 網の目 平和行進

被爆79年 猛暑の中30人が参加

通
し
行
進
者

の
大
村
美
恵

さ
ん

（中
央
）


